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第 134号
4月 3日  田尻駿馬天満宮の神事

令
和
４
年

「秋
季
大
祭
中
止
」
の
お
知
ら
せ

全
国
的
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
止
ま
ら
な

い
、
今
後
お

盆
以
降
、
感
染
の
再
拡
大
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
牟
田
市
で
は

「
デ
ー

タ
ー
的
に
見
る
と
、
３
回
目
を
打

つ
て
い
な

い
世
代
に
感
染
が
多

い
よ
う
に

感
じ
ら
れ
る
。
ぜ
ひ
接
種
を
検
討
し
て
も
ら

い
た

い

（有
明
新
報
掲
載
）
」

と
話
し
て
い
る
。
以
上
の
事
態
に
よ
り
秋
季
大
祭
は
中
止
し
ま
す
。

神
事
二
役
員
の
み
で
行

い
ま
す
が
、
祭
・典
は
裁
上
し
ま
す
．

当
日
、
奥
都
城
は
開
放
し
ま
す
の
で
、
お
参
り
は
各
自
、
自
由
で
す
。
時

間
は
左
記
の
通
り
で
す
。

日
　
時
　
９
月
１８
日

（日
）
午
前
１０
時
～
１２
時

一
、
『検
温
』
『消
毒
』
を
実
施
。
必
ず

『
マ
ス
ク
着
用
』

一
、
奥
都
城
内
は
三
密
に
な
ら
な
い
様
お
願
い
し
ま
す

注
意
事
項
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´
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▼
次
の
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た

（敬
称
省
略
）

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

月

　

日

４

月

１９

日

竹
内 氏

洋 名
子

年

齢

Ｏ

υ
ニサ
タ

６

〉
コ
応

5
月
13

日 与
論
会
の
動
き

自
　
令
和
４
年
４
月

至
　
令
和
４
年
８
月

奥
都
城
春
季
大
祭
　
新
型

コ
ロ
ナ
に
た
め
神
事

の
み
行
う

約
３
０
０
名
参
加

奥
都
城
清
掃
　
６

。
１５

・
１６
地
区
担
当

奥
都
城
清
掃
　
４

。
１０

。
Ｈ
地
区
担
当

総
会
前
に
与
洲
会
館
を
清
掃

与
論
会
第
４６
固
定
期
総
会
　
地
区
担
当
者
役
員
２９
名
中

１８
名
参
加
す
る
　
別
に
委
任
状

（役
員

一
任
）
６
名

奥
都
城
清
掃
　
１３

。
１４
地
区
担
当

お
お
む
た
夏
祭
り

「大
蛇
山
総
踊
り
」
参
加
申
し
込
み

新
型

コ
ロ
ナ
感
染
急
増
の
為
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る

奥
都
城
清
掃
　
１７

・
１８

・
１９
地
区
担
当

奥
都
城
お
盆
参
り
　
約
２
５
０
名
参
加

喪
　
主

竹
内

　

一
徳

住
　
所

大
牟
田
市
歴
木

池
田
　
正
博
　
７４
歳
　
池
田
　
秀
之
　
書
告
毛
市
万
田

１
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２
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糧
彊
燿
は
一

8月 7日
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６

月

１２

日

清 掃 写 真
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春
季
大
祭

４
月
３
日
に
春
季
大
祭
を
行
う
予
定
に
し
て
お
―，
ま
し
た
が
、
新
型

コ
ロ

ナ
拡
大
傾
向
に
あ
る
為
、
大
祭
を
中
止
し
て
神
事
の
み
を
行

い
ま
し
た
。

駿
馬
天
満
宮
の
田
尻
神
官
の
祝
詞
奏
上
後
、
役
員
と

一
般
客
も

一
緒
に
お

参
り
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
長
挨
拶
で
は
、
与
論
島
を
旅
立

っ
て
令
和
６
年
で
１
２
５
周
年
に
な
る

の
で
記
念
事
業
と
し
て
与
論
島

へ
里
帰
り
旅
行
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
、
先

の
話
で
す
が
各
自
心
身
と
も
に
お
元
気
で
過
ご
さ
れ
る
よ
う
に
話
が
あ
り
ま

し
た
。

デ
ー
バ
ー
イ
カ
ン
ウ
ヤ
ー
イ
ヤ
ー
プ
シ
又
ウ
マ
リ
ブ
マ
カ
テ
ィ

―

さ
あ

行
こ
う

親
祖
先
の
生
ま
れ
た
島
へ
―
―

奥
都
城
は
１０
時
か
ら
解
放
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
ご
家
族
で
訪
問
す
る

方
が
多
く
、
先
祖
に
挨
拶
し
お
見
え
の
方
々
と
近
況
報
告
や
懐
か
し
い
昔
話

に
花
を
咲
か
せ
て
お
り
ま
し
た
。

会
場
で
は
朝
岡
会
長
が
設
置
し
た
掲
示
板
に
口
之
津
移
住
及
び
与
論
長
屋

や
口
之
津
石
炭
運
搬
及
び
積
込
や
口
之
津
、
三
池
移
住
当
時
を
語
る
古
老
の

座
談
記
録
を
、
昔
懐
か
し
い
写
真
を
展
示
し
て
昔
話
に
懐
か
し
ん
で
お
り
ま

し
た
。
今
や
３
世
や
４
世
が
主
で
口
之
津
の
話
を
聞
い
て
苦
労
話
は
昔
の
話

と
聞
い
て
お
り

「世
代
間
」
が
あ
り
ま
す
。

当
日
晴
天
で
約
３
０
０
名
近
く
の
方
々
が
お
見
え
で
し
た
、
駐
車
場
も
い

つ
ぱ
い
で
、
延
命
公
園
も
桜
が
満
開
で
、
い
い
花
見
日
和
で
し
た
。

■|■
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令和4年 春季大祭
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(5)第 134号 与 論 会 だ よ り

令和4年 春季大祭

2022年 (令和 4年 )9月 1日
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令和4年 春季大祭
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与 論 会 だ よ り   2022年 (令和 4年 9「ll百(7)第 134号

炭
鉱
労
働
を
支
え
た
が
差
別
受
け
た
歴
史
学
ぶ

与
論
島
（鹿
児
島
）
か
ら
来
て
大
牟
田
の

礎
を
築
い
た
「
ュ
ン
ヌ
ン
チ
ユ
。」

明
治
時
代
に
大
牟
田
市

へ
移
住
し
、
旧
三
井
三
池
炭
鉱
の
労
働
を
支
え
た

鹿
児
島
県

・
与
論
島
の
移
民
の
歴
史
を
学
ぶ
人
権
学
習
会

「与
論
島
か
ら
来

て
大
牟
田
の
礎
を
築

い
た
人
た
ち
」

（市
教
委
主
催
）
が
３
日
夜
、
市
中
央

地
区
公
民
館
で
あ
り
、
市
民
ら
約
６０
人
が
聴
講
し
た
。

一
市
教
委
が
人
権
学
習
会

与
論
は
鹿
児
島
県
最
南
端
の
離
島
。
１
８
９
８
年
に
台
風
で
大
き
な
被
害

を
受
け
、
餓
死
者
も
出
た
。
新
た
な
生
活
地
を
探
す
与
論
側
と
労
働
者
を
求

め
る
炭
鉱
側
の
思

い
が
合
致
し
て
、
島
か
ら
大
牟
田

へ
集
団
移
住
し
、
炭
鉱

労
働
に
従
事
し
た
。
新
市
史
に
よ
る
と
、
移
住
者
は
４
２
８
人
だ

つ
た
。

学
習
会
で
は
市
人
権

。
同
和
教
育
研
究
協
議
会
研
究
委
員
の
内
藤
元
気
さ

ん
と
山
北
真
司
さ
ん
が
講
師
を
務
め
た
。
２
人
は

「
ユ
ン
ヌ
ン
チ

ュ

（与
論

島
の
人
）
は

『ご
ん
ぞ
う
』
と
呼
ぶ
船
に
石
炭
を
積
み
込
む
重
労
働
を
担

っ

た
。

５０
．
口を
超
え
る
石
炭
を
か

つ
ぎ
、
徹
夜
で
働

い
た
が
賃
金
が
安
か

っ
た
」

と
差
別
を
受
け
た
歴
史
を
説
明
し
た
。

し
か
し
、

ユ
ン
ヌ
ン
チ

ュ
は
み
そ
や
し
ょ
う
ゅ
を
貸
し
借
り
し
て
助
け
合

つ
て
生
き
抜

い
た
。
大
牟
田
市
や
熊
本
県
荒
尾
市
在
住
で
与
論
島
に
ゆ
か
り

の
あ
る
人
た
ち
が

つ
く
る

「大
牟
田
荒
尾
地
区
与
論
会
」
が
約
１５
年
前
か
ら

大
牟
田
の
風
物
詩

「大
蛇
山
ま

つ
り
」
に
参
加
し
、
交
流
が
広
が

っ
て
い
る

こ
と
も
伝
え

「時
代
は
変
わ

つ
て
い
く
。
そ
の
原
動
力
に
な
り
ま
せ
ん
か
」

と
呼
び
掛
け
た
。

今
後
も
市
内
各
地
で

学
習
会
は
今
後
も
市
内
で
続
け
ら
れ
、
開
始
は

い
ず
れ
も
午
後
７
時
。

日
程
は

▽
１０
月
７
日
、
吉
野
地
区
公
民

▽
Ｈ
月
１８
日
、
中
友
小
学
校

▽
令
和
５
年
２
月
３
日
、
勝
立
地
区
公
民
館
。

６
月
７
日
　
毎
日
新
聞

■■■■

ユンユンチュとその人権について語った

講師の内藤さん (右 )、 山北さん。
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第
４６
回

与
論
会
総
会

ミ

７
月
３
日
午
前
１０
時
よ
り
与
論
会
の
総
会
を
開
催
。

毎
回
、
梅
雨
の
時
期
に
開
催
さ
れ
て
蒸
し
暑

い
中
を
審
議
し
て
も
ら
い
ま

す
が
、
今
年
は
６
月
２８
日
に
梅
雨
が
明
け
、
暑

い
中
総
会
を
開
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
時
間
短
縮
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
総
会
の
内
容
は
紙
面

に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

令
和
３
年
度
は
新
型

コ
ロ
ナ
で
行
事
が
中
止
に
な
り
、
支
出
が
少
な
く
令

和
４
年
度
は
通
常
通
り
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

大
牟
田
夏
祭
り
の
１
万
人
総
踊
り
に
は
、

３０
人
申
し
込
み
を
し
て
お
り
ま

す
、
役
員
以
外
で
参
加
自
由
で
す
の
で
お
願

い
し
ま
す
。

与
論
会
だ
よ
り
１
３
４
号
は

「与
論
島
の
砂
１
０
０
〓
」
を
特
別
付
録
と

し
て
無
料
で
提
供

い
た
し
ま
す
、．
よ
ろ
し
け
れ
ば
神
棚
や
先
祖
を
崇
拝
し
て

い
る
と
こ
ろ
に
お
供
え
し
て
く
だ
さ
い
．
朝
同
会
長
が
与
論
島
か
ら
取
り
寄

せ
て
戴
き
ま
し
た
ｃ

な
を
、
総
会
で
は
大
牟
田

・
荒
尾
地
区
与
論
会
規
約
を

一
部
改
訂
し
て
審

議

い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
皆
様
方
に
ご
報
告

い
た
し
ま
す
。

本
規
約
で
は
昭
和
５４
年
６
月
１
日
よ
り
之
を
施
行
す
る
。
と
し
て
お
り
ま

す
が
金
額
に
あ
わ
な
い
部
分
が
出
て
お
り
ま
す
の
で
訂
正
を
し
ま
し
た
。

改
定
し
た
と
こ
ろ
は

第

ノ、
条
の
住
所
明
記
と
第

一
六
条
の
金
額
訂
正
と
永
代
供
養
費
用
を
明
記
。

会
計
の
箇
所
で
は
第

．
九
条
の
金
額
明
記
と
３
項
の
会
費
未
納
者
扱

い
の
追

加
明
記
。
生
活
改
善
決
定
事
項
で
は
祭
祀
料
の
明
記
等

の
規
約
改
定
を
皆
様

で
審
議

い
た
だ
き
、
ご
了
承
得
ま
し
た
の
で
決
定

い
た
し
ま
し
た
。

大
牟
田

・
荒
一宅
地
一■

Ｆ
一
●
一、「
一約
で

す赤
文
字

一
か
訂
正
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
次

ヘ
ー
ジ
以
降
に
将
弐

い
た
し
て
お
―，
ま
す
、
ご

一
読
く
だ
さ
い
。

し

7月 3日  総会風景 与洲会館にて



(9)第 134号 与 論 会 だ よ り   2022年 (令和 4年)9月 1日

令和3年度 決 算 書

(収入 )

(支出)

令和 3年 6月 ～令和 4年 5月

費  目 予 算 決 算 内 容

繰  越  金 390,257 390,257 前年度繰越金

与論会年会費 1,200,000 1,097,788
与論会年会費 (2回以上遅れた場合

は、督促状をお送 り致 してお |,ま す.|

寄  付  金 100,000 98,000 (別 紙参照)

貯 金 利 子 100 郵貯金利息

朱佳  ll又   入 10,000 45,200
入会金 2万 円・購読料 2万 円・CD

販売 4千円他

ゝ

コ
／
匡

壬上

「11 1,700,357 1,631,246

費 予 算 決 算 内 容

会  議  費 50,000 64,342 監査 ・総会費用

祭  典  費 250,000 133,066 新年・春・夏・秋 祭典

共  済  費 50,000 70,000 会員慶弔費

渉  外  費 200,000 169,047
DVD製 作費 132千 円・ヨロンジマ

CD購入 2万円 他

機 関 紙 費 350,000 347,600 与論会だより発行 (年 3回発行)

事 務 通 信 費 100,000 95,584
与論会だより郵送52,710円 ・プリン

ター22,150円  文具代他

奥都城維持費 100,000 57,296 電気、水道他維持費

与 洲 会 館 費 ∩
υ

員
じ

（
Ｕ

（
Ｕ

（
Ｕ 68,896 電気、水道他維持費

公 園 使 用 料
医
Ｊ

′
０

∩
）

∩
）

∩
） 63,216 奥都城借地代

清  掃  費 50,000 32,252 奥都城清掃茶菓子代

役 員 研 修 費 100,000 0

青 年 部 費 0 0

故郷芸能継承費 0 0

備  品  費 0 0

予  備  費 335,357 529,947 (次期繰越金 )

/ヽ    言+
口
.    

口 |
1,700,357 6

つ
０

′
Ｕ ,24

・
ｆ
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2022年 (令和 4年)9月 1日   与 論 会 だ よ り 第134号 (10)

令和 3年度 寄 贈 者 名 (敬称省略)

令和 3年 6月 1日 ヽ令和 4年 5月 31日

し

金銭寄贈者名

月  日 金 額 お 名 前

8月 13日 5,000 仲野装業

3,000 堀泰博

9月 19日 10,000 下川博子

10,000 白雲社

5,000 仲野装業

5,000 山運

3,000 堀泰 1専

3,000 竹稔範

1月 3日 5,000 仲野装業

3,000 堀泰博

3,000 竹稔範

4月 3日 10,000 与論の持久会

10,000 白雲社

5,000 川畑幸雄

5,000 柳 田 フ ミ

5,000 山運

3.000 堀泰博

3.000 嵐山清次

2,000 沖克太郎

98,000

物品寄贈者名

月  日 お 名 前 品 物 数量 住  所

9月 19口 白雲社 i青 1西 2本

1月 3日 柳 田フミ ,青 ,酉 1本

山元信幸

'青

1酉 1本

4月 3日 自雲社 ,青

'酉

2本

5月 8日 橋口住雄

'青

1酉 1本

ヽ
ｒ
ヽ
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(収入)

(支出)

令和3年度 奥都城建設資金収支報告

収 入 支  出 建設資金残高

19,473,391      690,450      18,782,941

前 期 繰 越 金 18,325,065 適 用

建 設 資 金 1,100,000 南太一郎・町憲治様入会

ラ「」 す
Ｏ
Ｏ

／

一 326 郵便・信金

雑  収  入 0

/ヽ    言+
ロ     ロ |

19,473,391

修  繕  費 0

設  備  費
／
仕

ｏ
０ 920 防犯灯 。格子取 り付け

備  品  費 0

雑 費 605,530 火災保険支払い (5年分 )

合  計 690,450

、
感
お



2022年 (令和 4年)9月 1日  与 論 会 だ よ り 第134号 (12)

じ

訳

2021年度(令和3年度)歳入・歳出の決算は、関係書類(預金通帳、

現金出納簿、領収証等)に より、照合検査を行った結果、適正な

事務処理がなされており、決算の内容については相違ないこと

を認めます。

与論会現金及び預金 52万 9947円

奥都城建設剰余金 1878万 2941円

新規加入者
:… … … r

l内 ! 大原美砂子 様

町  憲治 様

会員名 (南太一郎様)

会員名 (山 田富雄様)

大島郡与論町

川越市脇田本町

令和 4年 5月 29日

監査

ト

な ∠〃躊

監査 り孫t え子 総

‘
ハ

会計監査報告



(13)第 134号 与 論 会 だ よ り  2022年 (令和4年)9月 1日

令和4年度 予 算 書

(収入)

(支 出)

令和 4年 6月 1日 ～令和 5年 5月 31日

し

費   目 予  算 内 容

繰  越  金 529,947 前年度繰越金

与論会年会費 1 200 000 与論会年会費

寄  付  金 100,000

貯 金 利 子 100 郵貯金利息

雑  収  入 10,000 購読料

/ヽ    詈+
口
.    

口 l
1,840,047

費 予  算 内 容

会  議  費 50,000 各種会議

祭  典  費 300,000 新年・春 。夏・秋 祭典

共  済  費 100,000 会員慶弔費

渉  外  費 300,000 各種行事

機 関 紙 費 350,000 与論会だより発行 (年 3回発行 )

事 務 通 信 費 100,000 与論会だより郵送・事務文具代他

奥都城維持費 100,000 電気、水道他維持費

与 洲 会 館 費 100,000 電気、水道他維持費

公 園 使 用 料 65,000 奥都城借地代

清  掃  費 50,000 奥都城清掃茶菓子代

役 員 研 修 費 100,000 役員慰労会

青 年 部 費 0

故郷芸能継承費 0

備  品  費 0

予  備  費 225,047

∠ゝ     詈キ
ロ     ロ| 1,840,047

ｏ
，

ハ



2022年 (令和 4年)9月 1日  与 論 会 だ よ り 第1347(14)

大
牟
田

・
荒
尾
地
区
与
論
会
規
約

第

〓
早
　
　
総
　
　

　

則

（名
称
）

第
１
条
　
本
会
は
大
牟
田

・
荒
尾
地
区
与
論
会
と

い
う
。

（会
員
）

第
２
条
　
本
会
は
大
牟
田

・
荒
尾
及
び
そ
の
周
辺
に
在
住
す
る
与
論
町
出
身

及
び
其
の
縁
故
者
を
も

っ
て
組
織
す
る
。

（事
務
所
）

第
３
条
　
本
会
は
事
務
所
を
会
長
宅
に
置
く
。

第

二
章

　
　

目
的

及

び
事

業

（目
的
）

第
４
条
　
本
会
は
会
員
相
互
の
親
睦
を
計
り
、
生
活
の
向
上
と
文
化
の
増
進

に
つ
と
め
、
あ
わ
せ
て
郷
土
与
論
会
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

（事
業
）

第
５
条
　
本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
次
の
事
業
を
行
う
こ

１
、
春
、
秋
の
大
祭
等
、
奥
都
城
の
運
営
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

２
、
会
員
相
互
の
親
睦
、
ゆ
う
和
を
厚
く
し
、
生
生
活
向
上

と
文
化
の

増
進
を
計
る
。

３
、
全
円
与
論
会
に
加
入
し
、
与
論
町
並
び
に
各
地
与
論
会
と
の
連
絡

提
携
を
密
に
し
、
郷
土
の
振
興
と
繁
栄
に
必
要
な
運
動
と
施
策
を

図
る
。

４
、
其
の
他
本
会
の
目
的
達
成
に
必
要
な
業
務
。

第
三
章
　
　
役
　
　
　
中員

第
６
条
　
本
会
に
次
の
役
員
を
置
く
。

会
　
長
　
１
名
　
　
　
　
書
　
　
記
　
　
１
名

副
会
長
　
１
名
　
　
　
　
幹
　
　
事
　
若
干
名

幹
事
長
　
１
名
　
　
　
　
会
計
監
査
　
　
２
名

会
計
長
　
１
名

１
、
役
員
の
任
期
は
二
年
と
す
る
。
但
し
再
任
を
妨
げ
な
い
。

２
、
役
員
に
欠
員
を
生
じ
た
と
き
は
、
会
長
が
選
任
し
、
次

の
総
会
に

計
り
決
定
し
、
任
期
は
前
任
者
の
残
り
期
間
と
す
る
。

３
、
役
員
の
任
務
は
次

の
通
り
と
す
る
。

イ
　
会
長
は
本
会
を
代
表
し
て
、
業
務
の
全
般
を
掌
握
す
る
。

口
　
副
会
長
は
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
事
故
あ
る
と
き
は
其
の
職
務

を
代
行
す
る
。

ハ
　
幹
事
長
は
会
長
を
補
佐
し
、
業
務
の
運
営
に
携
わ
る
。

二
　
会
計
長
は
本
会
の
経
理

一
切
を
担
当
し
、
年
度
末
総
会
に
お
い

て
之
を
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

ホ
　
幹
事
は
幹
事
長
と
連
絡
を
密
に
し
つ
つ
、
会
の
執
行
業
務
を
分

担
す
る
。

へ
　
会
見
監
査
は
本
会

の
会
議
を
監
査
し
機
関
に
報
告
す
る
。

第
７
条
　
本
会
に
顧
間
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。
顧
間
は
総
会
に
お
い
て
会

長
が
推
薦
し
、
会
長
の
諮
間
に
応
ず
る
。

第
四
〓早
　
　
奥
都
城
部

第
８
条
　
本
会
に
奥
都
城
部
を
置
く
。

住
所

。
人
牟
田
市
昭
和
町
一日
本
十
の
内

第
五
章
　
　
会
　
　
　
議

第
９
条
　
本
会
を
運
営
す
る
た
め
、
次
の
機
関
を
置
く
。

ｌ
、
総
会

２
、
役
員
会

３
、
地
域
会
議

・
■
力

ヽ



(10第 134号 与 論 会 だ よ り   2022年 (令和 4年)9月 1日

一弟
１０
久
木

９
″

つ
Ｄ

′
守
、

民Ｊ
、

第
１１
条

第

１２
条９

々

″矛
１３
久木

第

１４

条

第
１５
条

第
六
章

　
　
加

入

及
び
脱

退

（加
入
）

第
１６
条
　
本
会
に
加
入
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、　
一
年
分
の
会
費
を
添
え
て
会
長
に
申
し
込
ま
ね
ば
な

ら
な
い
ｃ

奥
都
城
に
納
骨
し
よ
う
と
す
る
者
の
加
入
金
は
次
の
通
り
と
す
る
。

ｌ
、
新
た
に
納
骨
を
希
望
す
る
者

（新
規
）

　

六
〇
〇
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

２
、
会
員
の
世
帝
か
ら
加
入
す
る
者
　
　
　
　
　
五
五
〇
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

ヽ″

総
会
は
会
の
最
高
決
議
機
関
で
あ
り
、
地
区
長
と
役
員
を
以
て
構

成
し
、
毎
年

一
回
以
上
会
長
が
招
集
し
て
左
記
の
事
項
を
審
議
決

定
す
る
。

規
約
、
規
程
の
改
廃
。

年
度
事
業
報
告
、
決
算
報
告
。

役
員
の
選
出
。

新
年
度
事
業
計
画
、
新
年
度
予
算
決
定

そ
の
他
必
要
と
認
め
た
事
項
。

役
員
会
は
会
長
が
招
集
し
、
会
の
執
行
業
務
に
あ
た
る
。

地
区
会
議
は
必
要
に
応
じ
て
地
区
長
が
招
集
し
て
、
会
の
運
営
そ

の
他
に
つ
い
て
協
議
す
る
。

地
区
会
議
に
必
要
な
茶
菓
代
を
、
地
区
長
の
請
求
に
応
じ
て
会
が

負
担
す
る
。

地
区
長
は
各
地
区
毎

に
選
出
し
、
任
期
は
二
年
と
す
る
。
但
し
再

任
は
妨
げ
な
い
。

各
機
関
と
も
構
成
員
の
１
／
３
以
上
の
要
請
が
あ
れ
ば
臨
時
に
会

議
を
開
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

会
議
は
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
構
成
員
の
過
半
数
で
成
立
し
、
決
議
は

出
席
者
の
過
半
数
の
同
意
に
依
り
決
定
す
る
。
但
し
構
成
員
に
つ

い
て
は
委
任
状
を
認
め
る
も

の
と
す
る
。

（
一
般
会
員
よ
り
壇
持
ち
会
員
と
な
る
場
合
。
）

３
、
永
代
供
養
を
依
頼
す
る
場
合

供
養
費

　

　

三
〇
〇
、
○
○
○
円

（脱
退
）

第
１７
条
　
本
会
を
脱
退
す
る
者
は
予
め
理
由
を

つ
け
て
会
長
に
届
出
な
け
れ

ば
な
ら
な

い
。

２
、
本
会
を
脱
退
す
る
と
き
は
、
出
資
金
及
び
加
入
金
そ
の
他

一
切
の

払
戻
し
等
は
し
な

い
。

第
１８
条
　
本
会
の
加
入
及
び
脱
退
は
、
会
員
名
簿
に
登
録
並
び
に
抹
消
さ
れ

た
月
か
ら
其
の
効
力
を
発
す
る
。

第

七
〓早
　
　
会

　
　
　
計

（会
費
）

第
１９
条
　
本
会
の
経
費
は
会
費
と
寄
付
金
を
以
て
こ
れ
に
充
て
る
。

納
骨
壇
三
個
使
用
　
　
　
　
　
　
　
年
間
　
　
一二
、
０
０
０
円

納
骨
壇

一
個
使
用
　
　
　
　
　
　
　
年
間
　
　
人
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

一
般
会
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
間
　
　
一二
、
０
０
０
円

購
読
者

（送
料
込
み
）
　

　

　

　

年
間
　
　
．
、
０
０
０
円

２
、
会
費
等
の
納
入
の
方
法
は
原
則
と
し
て
年

一
回
納
入

３
、
会
費
等

の
未
納
者
は
五
年
間
の
猶
予
を
置
き
、
改
善
の
余
地
が
な

い
場
合
は
納
骨
壇
の
権
利
が
な
く
な
る
も
の
と
す
る
ｃ

（臨
時
徴
収
）

第
２０
条
　
本
会
が
特
別
の
行
事
を
行
う
と
き
は
、
総
会
の
決
議
に
よ
り
臨
時

徴
収
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

第
２１
条
　
本
会
は
必
要
に
応
じ
て
特
別
会
計
を
設
け
る
こ
と
が
出
来
る
。

第
２２
条
　
会
計
長
は
正
規
の
領
収
証
、
そ
の
他
証
拠
書
類
を
付
し
た
決
算
書

に
つ
い
て
、
会
計
監
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
２３
条
　
本
会
の
会
計
は
毎
年
六
月

一
日
よ
り
翌
年
五
月
三
十

一
日
ま
で
と

す
る
。

、
，

ハ
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第

八
〓早
　
　
雑

　
　
　
則

第
２４
条
　
会
員

の
姓
名
、
住
所
及
び
納
骨
の
有
無
等
に
変
更
を
生
じ
た
と
き

は
、
地
区
長
を
通
じ
て
会
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
２５
条
　
本
規
約
は
、
昭
和
五
十
二
年
六
月

一
日
よ
り
之
を
施
行
す
る
。

昭
和
五
十
四
年
六
月

一
日

一
部
改
訂

平
成
八
年
七
月
二
十

一
日

一
部
改
訂

令
和
四
年
七
月
　
　
　
日

一
部
改
訂

共
　
済
　
規
　
程

（総
会
承
認

平
成

４
年

７
月

１９
日
）

第
１
条
　
本
会
は
次
の
区
分
に
よ
つ
て
弔
慰
金
及
び
火
災
見
舞
金
を
贈
る
。

１
、
本
人
死
亡
の
場
合
　
　
　
　
　
香
　
血
（
　
一
万
円

２
、
同
居
の

一
等
親
死
亡
の
場
合
　
　
ク
　
　
一
万
円

３
、
火
災
見
舞
金
と
し
て

本
人
居
住
の
全
焼
の
と
き
　
　
見
舞
金
　
一
万
円

備
品
、
貸
出
規
程

第

１
条

本
会
の
備
品

（
テ
ン
ト
、
引
幕
）
は
会
員
及
び
家
族
の
慶
弔
若
し

く
は
行
事

の
場
合
に
限
り
貸
出
す
こ
と
が
出
来
る
。

貸
出
の
際
は
所
定

の
用
紙
に
記
入
し
て
事
務
局
に
申
し
込
む
も
の

と
す
る
ｃ

使
用
料
は

一
日
に
つ
き
二
、
○
○
○
円
と
す
る
。

備
品
を
破
損
し
た
と
き
は
修
理
に
要
し
た
費
用
を
負
担
し
な
け
れ

ば
な
ら
な

い
。

第
２
条

申
合

せ
事

項

１
、
納
骨
堂
内
の
電
灯
、
ま
た
は
換
気
扇
を
使
用
後
、
ス
イ

ッ
チ
を
切
り
忘

れ
た
者
は
、
其
の
月
の
基
本
料
金
を
越
え
た
分
に
つ
い
て
負
担
す
る
も

の
と
す
る
ｃ

２
、
本
会
会
員
で
納
骨
の
ま
ま
大
牟
田

・
荒
尾
地
区
以
外
の
地
に
転
出
す
る

と
き
は
必
ず
責
任
者
を
定
め
、
地
区
長
を
通
じ
て
会
長
に
届
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

生

活
改
善

決
定
事

項

か
ね
て

一香
典
返
し
な
ど
廃
止
出
来
る
も
の
は
廃
止
し
、
会
員
相
互
間
の

一
般
的
な
香
典
や
包
み
銭
、
神
官
謝
礼
な
ど
、
基
準
を
定
め
て
統

一
出
来
る

も
の
は
全
体
と
し
て
決
め
て
、
虚
礼
を
廃
止
し
て
生
活
の
改
善
を
し
よ
う
」

と

い
う
こ
と
が
大
問
題
と
な

っ
て
お
り
ま
し
た
。

こ
の
件
に
つ
い
て
昭
和
五
十
四
年
九
月
十
六
日
の
臨
時
総
会
で
次
の
よ
う

に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

生

活
改
善

決
定
事

項

第

一
、
会
員
相
互
の
間
で
は
香
典
返
し
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

第
二
、
会
員
相
互
の
間
で
の
香
典
は
三
千
円
と
し
ま
す
。
但
し
親
戚
や
特
別

の
交
際
が
あ

っ
た
方
は
除
き
ま
す
。

第
三
、
神
葬
祭
の
祭
祀
料
は
五
万
円
と
し
ま
す
．

第
四
、
式
年
祭
の
年
祭
は
神
官
謝
札
と
し
て

三
カ
円
、
十
年

一十
年
祭
等
は

三
万
円
と
し
ま
す
ｉ

第
五
、
前
記
以
外
の
行
事
に
つ
い
て
も
虚
礼
を
廃
止
し
、
生
活
改
善
の
実
効

に
沿
う
よ
う
こ
の
基
準
内
で
す
る
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。

奥
都
城
祭
事
神
官
謝
礼
は
三
万
円
。
各
地
区
与
論
会
視
儀
は

一
万
円

．
注
連

縄
代
は
実
費
と
し
ま
す
。

第
３
条

第
４
条

ヽ
■
ハ
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彗
論
烏
か
ら
乗
団
影
住
し
た
先
租
を
供
琶

大
牟
田

・
荒
尾
地
区
与
論
会

明
治
期
に
旧
三
井
三
池
炭
鉱

（福
岡
県
大
牟
田
市
な
ど
）
で
働
く
た
め
、

鹿
児
島
県

・
与
論
島
か
ら
同
市
に
集
団
移
住
し
た
島
民
の
子
孫
な
ど
で
つ
く

る

「
大
牟
田

・
荒
尾
地
区
与
論
会
」

（朝
岡
光
男
会
長
）
は
１３
日
、
同
市
昭

和
町
の
納
骨
堂

「
与
州
奥
都
城

（お
く

つ
き
）
」
に
眠
る
約
１
７
０
柱
の
島

出
身
者
の
供
養
を
し
た
。

会
に
よ
る
と
、
大
飢
饉

（だ

い
き
き
ん
）
な
ど
に
直
面
し
た
与
論
島
民
の

約
１
５
０
０
人
が
生
活
の
糧
を
得
る
た
め
に
１
８
９
９
年
か
ら
、
長
崎
県

・

口
之
津
に
移
住
し
、
石
炭
の
船
積
み
作
業
に
従
事
し
た
。
こ
の
う
ち
約
４
０

０
人
が
１０
年
後
に
大
牟
田
市
に
移
住
。
過
酷
な
労
働
に
加
え
、
習
慣
な
ど
の

違

い
か
ら
差
別
を
受
け
た
が
、
固
い
き
ず
な
で
乗
り
切
り
、
同
市
や
隣
の
荒

尾
市

（熊
本
県
）
に
住
み
着

い
た
歴
史
を
持

つ
。
「奥
都
城
」
は
島
出
身
者

の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な

っ
て
お
り
、
１
９
９
６
年
に
建
て
替
え
ら
れ
た
。

墓
参
り
に
は
両
市
な
ど
の
会
員
や
関
係
者
が
集
ま
り
、
持
参
し
た
お
供
え

物
を
し
、
祖
先
に
手
を
合
わ
せ
た
。
納
骨
堂
の
庭
に
は
、
口
之
津
か
ら
移
住

し
た
経
緯
を
示
す
年
表
や
、
地
元
に
保
存
さ
れ
て
い
た
４０
年
当
時
の
写
真
な

ど
多
く
の
資
料
が
飾
ら
れ
、
墓
参
者
が
見
入

っ
た
。

現
在

の
会
は
３
、
４
世
の
会
員
が
多
く
、
島
を
訪
ね
た
こ
と
が
な

い
人
も

い
る
と

い
う
。
朝
岡
会
長
は

（６６
）
は
移
住
１
２
５
年
を
迎
え
る
２
０
２
４

年
、
島

へ
の
訪
問
団
を
結
成
し
、
参
加
者
が
先
祖
を
訪
ね
る
企
画
を
予
定
し

て
い
る
。
朝
岡
会
長
は

「
世
代
が
変
わ

っ
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ

て
、
移
住
の
歴
史
を
後
世
に
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

８
月
‐４
日
　
西
日
本
新
聞
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(20)2022年 (令和 4年)9月 1日   与 論 会 だ よ り

上
野
正
夫
著
　
与
論
島
に
生
ま
れ
て

―
―
わ
が
島
育
ち
人
生

―
―
よ
り

一二
森
ミ
壽
一

こ
の
年

（八
十

一
歳
）
に
な
る
ま
で
ほ
う
ぼ
う
の
土
地
で
正
月
を
迎
え
た

が
、
幼
少
の
こ
ろ
故
郷
の
与
論
島
で
祝

っ
た
正
月
ほ
ど
楽
し
い
思
い
出
は
な

‐′Ｖ私
が
幼
少
の
こ
ろ
の
島
の
暮
ら
し
は
、
貧
困
と
窮
乏
の
ど
ん
底
に
あ

っ
た
。

そ
れ
だ
け
に
正
月
は

一
年
の
苦
労
を
吹
き
飛
ば
せ
と
ば
か
り
、
島
を
挙
げ
て

精

い
っ
ぱ

い
に
祝
わ
れ
た
。

新
暦
の
正
月
に
は
小
学
校
で
拝
賀
式
が
行
わ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
約

一
ヵ

月
遅
れ
て
旧
正
月
が
訪
れ
る
。
こ
れ
が
島
に
と

っ
て
本
格
的
に
祝
わ
れ
る
正

月
だ
。

旧
正
月
が
近
づ
く
と
、
ま
ず

一
週
間
分
の
薪
が
ス
ト

ッ
ク
さ
れ
る
。
そ
の

た
め
に
海
辺
に
繁
茂
す
る
ソ
テ
ツ
や
ア
ダ
ン
の
枯
れ
葉
を
拾

い
集
め
て
束
に

し
、
ト
ー
グ
ラ

（本
屋
に
付
随
す
る
小
屋
）
の
天
丼
裏
に
積
み
上
げ
る
。
石

垣
で
囲
わ
れ
た
屋
敷
の
周
囲
に
空
を
覆

っ
て
繁
茂
す
る
ガ
ジ

ュ
マ
ル
の
枝
を

切
り
落
と
し
、
割

っ
て
薪
を
作
る
。
こ
れ
を
庭
の
正
面
に
、
高
さ

一
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
の
井
桁
に
積
み
上
げ
、
そ
の
中
に
唐
竹
と
松
の
枝
を
立
て
て
飾
り
に

す
る
。
浜
か
ら
運
ん
で
き
た
白
砂
を
庭

一
面
に
散
布
す
る
。
石
垣
作
り
の
門

国
の
両
側
に
竹

・
松

・
薪
を
束
ね
て
立
て
か
け
、
し
め
組
を
張
り
お
飾
り
を

吊
す
。
座
敷
の
畳
は
新
旧
の
取
り
替
え
や
表
莫
産
の
張
り
替
え
を
す
る
。
こ

れ
ら
の
作
業
は
家
族
総
動
員
で
行
わ
れ
、
こ
れ
で
正
月
を
迎
え
る
準
備
が
ほ

ぼ
整
う
。

大
晦
日
が
近
づ
く
と
ど
こ
の
家
で
も
豚
の
屠
殺
が
行
わ
れ
る
。　
一
年
が
か

り
で
飼
育
し
た
百
キ
ロ
前
後
の
肥
え
太

っ
た
豚
を
四
、
五
人
の
屈
強
な
男
が

豚
小
屋
か
ら
引

っ
張
り
出
し
、
四
肢
と
口
あ
ご
を
荒
縄
で
縛
り
、
吊
し
上
げ

て
頚
動
脈
を
切
り
血
を
出
す
。
噴
出
す
る
生
血
を
病
弱
な
人
た
ち
が
寄

っ
て

た
か

っ
て
お
椀
に
受
け
て
そ
の
場
で
飲
む
。
わ
た
し
も
飲
ま
さ
れ
た
。
生
ぬ

る
く
て
吐
き
そ
う
だ

っ
た
。

息

の
と
だ
え
た
豚
の
巨
体
を
藁
で
火
あ
ぶ
り
に
し
、
焼
け
た
と
こ
ろ
を
素

焼
き
の
甕
の
か
け
ら
で
素
早
く
こ
そ
げ
る
。
こ
れ
が
終
る
と
縛

っ
た
四
肢
の

間
に
棒
を
通
し
て
水
田
の
畔
に
運
び
出
し
、
腹
を
断
ち
割

っ
て
臓
物
を
処
理

す
る
。
捨
て
る
と
こ
ろ
は
ほ
と
ん
ど
な

い
。
膀
脱
だ
け
は
食
用
に
し
な

い
。

そ
れ
を
わ
た
し
た
ち
子
ど
も
ら
が
も
ら
い
受
け
、
尿
道
に
小
さ
い
竹
筒
を
挿

入
し
て
膨
ら
ま
し
、
乾
か
し
て
魚
捕
り
の
と
き
の
浮
き
袋
に
す
る
。

屠
殺
日
の
食
事
に
は
き
ま

っ
て
お
米
と
豚
肉
の
雑
炊
が
作
ら
れ
る
。
そ
れ

は
わ
た
し
た
ち
に
と

っ
て
最
高
の
ご
馳
走
で
あ

っ
た
。

大
晦
日
の
晩
か
ら
正
月
に
か
け
て
豚
料
理
が
続
く
、
豚
の
頭
、
四
肢
、
あ

ば
ら
骨
な
ど
を
大
き
く
ぶ

っ
た
切
り
、
大
根
、
豆
腐
、
昆
布
な
ど
と

い
っ
し

ょ
に
チ
ン
ド
ー
シ

（大
型
の
鋳
物
鍋
）
で
ご

っ
た
煮
に
す
る
。
年
越
し
の
晩

に
は
、
と
ろ
け
る
ほ
ど
軟
ら
か
に
煮
え
た
骨
付
豚
肉
に
か
ぶ
り

つ
く
。
そ
の

お
い
し
さ
は
こ
た
え
ら
れ
な

い
。
わ
た
し
は
豚
の
白
味
が
好
き
だ

っ
た
の
で

兄
や
弟
妹

の
分
ま
で
横
取
り
し
て
食
べ
た
。
島
で
は
豚
肉
は
白
味
の
多

い
ほ

ど
珍
重
が
ら
れ
る
。
夕
食
に
は
こ
の
ほ
か
に
自
御
飯
が
出
る
。　
一
年
中
で
最

大
の
饗
宴
で
あ

っ
た
。

元
旦
の
朝
、
百
新
し
い
畳
座
敷
に
餅
の
空
揚
げ
、
そ
う
め
ん
を
二
つ
折
り

に
し
て

一
端
に
こ
ろ
も
を

つ
け
て
揚
げ
た
末
広
が
り
の
揚
げ
物
、
紫
が
か

っ

た
山
芋
の
蒸
し
煮
、
豚
の
肝
臓
の
九
煮
な
ど
、
島
独
特
の
お
せ
ち
料
理
と
並

ん
で

一
升
徳
利
入
り
の
泡
盛
と
三

つ
重
ね
の
大
盃
が
置
か
れ
る
。

大
人
は
朝
か
ら
泡
盛
の
酒
盃
を
傾
け
る
。
酒
豪
だ

っ
た
父
は
家
で
下
地
を

こ
し
ら
え
て
か
ら
年
始
回
り
に
出
か
け
、
途
中
で
ダ
ウ
ン
す
る
の
が
常
だ

っ

・
ｔ
わ

一
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た

こわ
た
し
た
ち
学
童
は
年
に

一
度
の
晴
着
を
着
て
登
校

す
る
が
、
授
業
は
う

わ
の
空
で
ひ
た
す
ら
放
課
後
を
待
ち
、
正
月
遊
び
に
と
び

つ
い
た
。
凧
揚
げ
、

独
楽
回
し
、
杭
打
ち

（本
の
小
枝
で
こ
し
ら
え
た
杭
を
地
面
に
打
ち
込
み
、

相
手

の
杭
を
倒
す
遊
び
）
な
ど
に
興
じ
た
Ｅ
遊
び
道
具
は
す
べ
て
手
作
り
だ

っ
た
ｃ

正
月
五
日
か
ら
七
日
ま
で
、
島
の
南
側
海
辺
に
広
が
る
ハ
ミ
ゴ
ー
と
呼
ば

れ
る
草
原
に
大
勢
の
若

い
男
女
が
集
ま
り
、
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
て
蛇
皮
線
や

太
鼓
入
り
の
テ
ン
ポ
の
速

い
島
踊
り
を
繰
り
広
げ
る
。
若

い
人
た
ち
に
と

つ

て
は
ま
た
と
な
い
交
歓
の
場
で
あ

っ
た
。
子
ど
も
た
ち
は
海
風
に
乗
せ
て
の

凧
揚
げ
、
草
相
撲
、
陣
取
り
、
杭
打
ち
な
ど
を
し
て
大
人
に
負
け
じ
と
楽
し

い
時
を
過
し
た
。

正
月
の
七
日
間
は
あ

っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
う
。
そ
の
後
、
旧
暦
の

正
月
十
五
日
を
チ
キ
ナ
ー

（小
正
月
）
と

い
っ
て
ム
ジ

（田
芋
）
と
サ
ツ
マ

イ
モ
を
練
り
合
わ
せ
た
御
飯
と
豚
料
理
を
昼
食
に
食
べ
て
祝
う
風
習
か
お
る
。

こ
れ
が
済
む
と
正
月
の
祝

い
ご
と
に
幕
か
お
り
、
子
ど
も
に
と

っ
て
も
薪
拾

い
や
牛
の
ま
ぐ
さ
刈
り
な
ど
の
家
事
に
追
わ
れ
る
日
々
が
始
ま
る
。
手
足
に

は
生
傷
が
絶
え
な

い
。
は
だ
し
が
常
態
な
の
で
足
の
裏
は
牛
度
の
よ
う
に
固

く
な
る
。
が
れ
き

の
自
然
道
や
サ
ン
ゴ
礁
の
上
も
平
気
で
歩
き
回
れ
る
。
こ

う
し
た
原
始
的
な
生
活
を

つ
ら

い
と
思

っ
た
こ
と
は
な
か

っ
た
。
島
育
ち
の

者
に
は
天
与
の
楽
園
で
あ

っ
た
。
　

（昭
６０

・
１

・
１２
）

昭
和
１３
年
頃
の
与
論
丸
。
こ
の
船
は
与
論
村
営
の
本
造
船
で
昭
和
１１
年
か

ら
与
論

―
―
沖
縄
間
に
就
航
、
島
民
の
足
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

昭
和
１９
年
に
空
襲
に
よ
り
沈
没
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
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回
之
津
移
住
百
年
祭
記
念
誌

与
麺
が
・一・祀
）簿
ヘ

A

う閾〔

同
郷
人
の
作
業

の
内
容
に
つ
い
て
若
千
触
れ
て
み
よ
う
。

与
論
組
の
主
体
的
な
作
業
は
、
入
港
船
の
焚
料

（バ
ン
カ
ー
）
積
み
こ
み

と
、
港
頭
貯
炭
場
に
お
け
る
入
函
、
切
出
持
直
し
、

コ
ー
ク
ス
選
別
等
で
あ

っ
た
。

賃
金
形
態

の
面
か
ら
分
け
る
と
、
請
負
給

（出
来
高
払
）
と
日
役
給

（固

定
給
）
と
が
あ

っ
た
。

当
初
、

コ
ー
ク
ス
選
別
は
日
役
給
で
あ

っ
た
が
、

コ
ー
ク
ス
生
産
の
増
加

に
伴

い
出
来
高
払

い
制
度
に
あ
ら
た
め
ら
れ
た
。

本
船
作
業
は
各
組
輪
番
で
か
か
る
の
で
、
月
の
大
半
は
港
頭
貯
炭
場
に
お

け
る
作
業
が
主
で
あ

っ
た
。

各
坑
口
か
ら
輸
送
さ
れ
て
く
る
石
炭
を
、
広
大
な
貯
炭
場
に
、
炭
種
別
に

塊
、
小
、
粉
と
そ
れ
ぞ
れ
の
置
き
場
に
担

い
上
げ
る
作
業
を
切
り
出
し
持
直

し
と
云

い
、
こ
れ
と
逆
に
配
車
さ
れ
た
炭
車
や
貨
車
に
、
野
積
み
し
て
い
る

石
炭
を
担

い
こ
む
の
を
入
函
と
云
う
。

長
さ
三
間
の
道
板
を
掛
け
、
女
達
が
バ
ラ

（竹

製
）
に
ガ
ン
ヅ
メ
で
石
炭
を
か
き
こ
み
、
ひ
き
だ

し
た
の
を
、
男
が
六
尺
棒

（オ
ー
コ
）
の
両
端
に

ひ

っ
か
け
、
調
子
を
と
り
な
が
ら
道
板
を
の
ぼ
り
、

炭
車
に
担

い
こ
む
の
で
あ
る
。
原
始
的
な
筋
肉
労

働
で
あ

っ
た
。
此
の
作
業
は
昭
和
三
十
五
年

の
企

業
合
理
化
反
対
闘
争

の
は
じ
ま
る
ま
で
、
同
郷
人

の
主
体
的
な
作
業
で
あ

っ
た
。

コ
ー
ク
ス
選
別
作
業
は
、
レ
ー
ル
わ
き
に
切
出
さ
れ
て
い
る
コ
ー
ク
ス
を
、

上
等
、
中
等
、
中
塊
、
小
塊
、
粉
と
五
種
類
に
順
を
追
う
て
選
別
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
置
き
場
に
担

い
あ
げ
る
の
で
あ
る
。

選
別
作
業
は
両
手
の
指
に
、
ゴ
ム
テ
ー
プ
を
巻
き
自
分
の
わ
き
に
な
ら
べ

て
あ
る
バ
ラ
に
、
上
等
、
中
等
を
選
り
分
け
て
入
れ
て
置
く
と
、
男
が
カ
ラ

バ
ラ
と
引
換
に
担

い
で
い
く
。

移
住
当
初
は
、
日
役
作
業
で

一
人
当
り

一
ト
ン
で
あ

つ
た
。
組
長
を
除
い

て
は
女
ば
か
り
の
編
成
で
あ

っ
た
の
が
、
大
正
九
年
頃
か
ら
小
学
校
を
卒
え

た
ば
か
り
の
少
年
も
採
用
さ
れ
、
日
役
組
に
編
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
後

に
子
持
ち
の
主
婦
や
、
老

い
て
請
負
作
業
に
堪
え
ら
れ
な
く
な

っ
た
人
々
も

従
事
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。

前
に
述
べ
た
よ
う
に
、

コ
ー
ク
ス
生
産
量
の
増
大
に
伴

い
、
出
来
高
払

い

と
な
り
、
労
働
者
同
士
の
競
争
に
よ
り

一
人
当
り

一
ト
ン
で
あ

つ
た
の
が
、

昭
和
十
年
頃
に
は
、
何
と
三
ト
ン
八
分
ま
で
引
き
あ
げ
ら
れ
た
。
日
役
組
の

賃
金
は
本
人
の
能
力
を
査
定
し
て
甲
、
乙
、
丙
と
段
階
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
。

査
定
は
組
長
が
行
う
の
で
あ
る
。

「
み
い
け
十
年
」
に
も
指
摘
し
て
あ
る
よ
う
に
、
巨
大
な
資
本
力
に
も
の

を

い
わ
せ
た
近
代
的
な
機
械
設
備
の
傍
に
、
古

い
や
り
方
が
、
後

々
ま
で
に

併
存
し
て
い
た
と

い
う
二
重
性
格
、
後
れ
た
も
の
と
、
進
ん
だ
も
の
と
同
時

的
存
在
、
そ
の
奇
妙
な
共
存
関
係
こ
そ
が
、　
一
面
相
提
携
し
て
三
池
を
ド
ル

箱
た
ら
し
め
る
支
柱
で
あ

っ
た
し
、
機
械
化
を
阻
む
も
の
で
あ

っ
た
。
三
池

に
お
け
る
二
重
性
格
の
こ
の
お
く
れ
た
部
分
、
古

い
や
り
方
を
同
郷
人
は
五

十
年
の
な
が
き
に
わ
た

っ
て
、
担
当
し
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。

同
郷
人
が
最
も
ガ

マ
ン
出
来
な
か

っ
た
の
は
、
同

一
労
働
同

一
賃
金
で
あ

る
べ
き
筈

の
賃
金
に
格
差
の
あ
る
こ
と
だ

っ
た
。

貯炭にて石炭入函の状況

ヽ_

ヽ
●
力
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し

目
役
賃
金
で
地
元
ノ
、
夫
が
四
十
銭
で
あ
る
の
に
対
し
、
二
十
八
銭
で
あ

っ

ネ／ヽ
．労

霞
条
件
、
賃
金
の
格
差
に
対
す
る
差
別
撤
廃
を
機
会
あ
る
毎
に
、
組
長

会
か
ら
東
元
良
を
通
し
て
、
会
社
に
嘆
願
し
た
の
で
あ
る
が
、
無
視
さ
れ
た
。

作
業
の
面
に
お

い
て
も
差
別
が
あ

っ
た
。

与
論
島
は
、
各
組
の
賃
金
、
労
働
条
件
の
均
衡
を
保

つ
た
め
に
、
作
業
内

規
を
組
長
会
議
に
お
い
て
取
り
決
め
、
輪
番
制
に
基
づ

い
て
、
作
業
の
繰
り

込
み
、
段
取
り
、
其
の
他
の
条
件
を
細
か
く
決
め
て
い
た
。

や
は
り
港
湾
事
業
と

い
う
立
場
か
ら
、
本
船
関
係
の
作
業
に
ウ
エ
イ
ト
が

置
か
れ
、
賃
金
も
高
か

っ
た
の
で
各
組
と
も
公
平
に
、
本
船
作
業
に
就
け
る

よ
う
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

地
元
請
負
師
に
も
作
業
内
規
の
取
決
め
を
、
組
長
会
か
ら
再
三
申
入
れ
を

行

っ
た
が
、
会
社
の
職
制
と
結
託
し
た
彼
等
は
言
を
左
右
に
し
て
聞
き
入
れ

な
か

っ
た
。

言
語
、
風
習
が
異
な
り
、
南
の
涯
の
島
か
ら
流
れ
て
き
た
喰

い
つ
め
者
と

い
う
軽
蔑
感
と
、
最
初
か
ら
こ
の
港
に
働

い
て
い
る
と

い
う
優
先
意
識
が
、

底
に
あ

っ
た
こ
と
は
否
め
な

い
。

古
老
の
話
に
よ
る
と
、
貯
炭
場
で

一
緒
に
入
函
作
業
に
繰
り
こ
ま
れ
た
と

き
、
近
く
て
条
件

の
良

い
場
所
は
、
た
と
え
与
論
組
が
段
取
中
で
も
、
折
角

か
け
た
道
板
を
ひ
き
落
し
、
自
分
達
が
担

い
で
き
た
道
板
を
か
け
て
、
さ

っ

さ
と
仕
事
を
は
じ
め
る
と

い
う
仕
末
で
、
文
句
の

一
つ
も
云
お
う
も
の
な
ら

「
何
を
！
」
と
六
尺
棒
を
振
り
上
げ
て
打
ち
か
か

っ
て
き
た
と

い
う
こ
と
で

あ
る
。

入
函
作
業
だ
け

で
な
く
本
船
荷
役

の
場
合
も
そ
う
だ

っ
た
。
岸
壁
側

の
近

い
積
取

口
に
は
地
元
組
が
当
り
、
沖
側

の
遠

い
積
取

口
は
与
論
組
だ

っ
た
。

つ
ま
り
倍
以
上

の
苦
労
を
し
、
能
率
は
上
ら
ず
、
し
た
が

つ
て
金
に
も
な

うヽ
か
い
い
こ

移
住
の
当
初
は
口
之
津
港
で
馴
れ
て
い
る
か
ら
と

い
う
こ
と
で
、
大
型
汽

船
や
、
高
潮
で
積
込
機

（
ロ
ー
ダ
ー
）
が
使
え
な
く
な
る
と
、
沖
側
の
積
取

口
に
ヤ
ン
チ
ョ
イ
を
や
ら
せ
ら
れ
た
。
後
に
は
手
繰
―，
積
込
は
、
長
道
板
を

か
け
て
バ
ラ
で
担

い
こ
む
方
式
に
替
え
ら
れ
た
３

こ
う
し
た
差
別
に
憤
慨
し
地
元
組
の
蔑
視
に
嫌
気
が
さ
し
て
、
同
郷
人
の

中
に
は
、
三
ヶ
年
賞
与
で
踏
ン
切
り
を

つ
け
、
他
所
に
転
出
す
る
者
、
帰
島

す
る
者
も
あ

っ
た
。
麓
武
英
の
回
顧
録
の
中
に
次
の

一
節
が
あ
る
。

…
…
従

っ
て
故
郷
に
錦
を
飾
る
と
い
う
人
も
な
く
、
帰
郷
す
る
者
の
中
に
、

大
牟
田
行
き
に
反
対
す
る
者
が
多
か

っ
た
。

こ
れ
は
ま
さ
に
此
の
間
の
事
情
を
物
語

っ
て
い
る
。
柵
内
の
長
屋
に
島
の

者
ば
か
り
集
団
生
活
し
、
街
を
歩
く
女
達
は
帯
を
前
に
結
ん
で
た
ら
し
、
大

き
な
カ
ゴ
を
頭
に
乗
せ
、
与
論
語
を
声
高
に
し
ゃ
べ
り
な
が
ら
歩

い
て
い
た

当
時
の
こ
と
だ
か
ら
、
労
働
条
件
の
不
公
平
を
ね
じ
こ
ま
れ
て
も
、
彼
等
が

本
気
に
な

っ
て
と
り
あ
げ
な
か

っ
た
も
の
だ
ろ
う
。

劣
等
民
族
、
未
開
人
種
と
し
て
、
差
別
を
当
然
の
こ
と
だ
と
考
え
て
い
た

に
違

い
な

い
。

「福
岡
日
日
新
聞
」
は
、
大
正
三
年
九
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
の
う
ち
に

五
回

（四
、
七
、
八
、
九
、
十
）
に
わ
た

っ
て
、
「
三
池
の
与
論
村
」
を
と

り
あ
げ

「全
く
鎖
国
主
義

の

一
部
落
」
と
し
て
、
と
り
あ
げ
て
い
る
。

「
三
池
港
の
与
論
人
」
「珍
奇
な
風
俗
習
慣
」
、
「焼
酎
の
酔
に
浮
か
れ
」
、

「与
論
長
屋
の
故
島
」
、
「鎖
国
主
義

の
気
風
」
が
そ
れ
で
あ
る
。

「鎖
国
主
義
」
の
気
風
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

鎖
国
主
義
が
あ
る
と
同
時
に
他
郷
人
を
嫌
悪
す
る
の
結
果
、
他
郷
と
の
交

流
は
絶
対
に
禁
止
せ
ら
れ
、
殊
に
内
地
人
と
の
結
婚
は
彼
等

の
最
も
恥
辱
と

・
■
力
、
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す
る
処
で
あ

っ
て
専
ら
血
族
の
結
婚
を
や

っ
て
い
る
。

そ
れ
と
同
時
に
驚
く
べ
き
早
婚
が
行
わ
る
る
為
か
島
民
の
多
数
は
体
躯
小

に
し
て
気
力
亦
普
通
内
地
人
に
及
ば
ず
、
為
め
に
生
産
力
の
上
に
及
ぼ
す
影

響
も
亦
甚
だ
砂
少
を
な
る
も
の
で
は
な
い
。
之

一
は
其
の
常
食
が
栄
養
不
充

分
な
る
粗
食
に
も
拠
る
で
あ
ろ
う
。

実
際
同
島
の
常
食
と

い
う

の
は
唯

一
の
薩
摩
芋
で
あ

っ
て

一
年
三
百
六
十

五
日
米
飯
な
る
も

の
を
見
た
も

の
が
な

い
。
彼
等
は
米
の
飯
の
味
を
知
ら
ず

し
て
薩
摩
芋

の
美
味
を
此
上
も
な
き
上
食
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
…
…

な
ど
と
云

っ
て
い
る
。
差
別
と
低
賃
金
と
労
働
強
化
に
痛
み

つ
け
ら
れ
て

い
る
現
実
を
み
る
目
は
何

一
つ
も
ち
あ
わ
せ
て
い
な

い
。
そ
こ
か
ら
歪
曲
さ

れ
た
叙
述
が
次

々
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。

与
論
人
に
対
す
る
差
別
と

い
う
社
会
的
な
現
実
の
壁
の
中
で
、
社
宅
を
離

れ
、
独
立
独
歩
を
志
す
者
に
と

つ
て
は
、
与
論
島
出
身
者
で
あ
る
こ
と
を
、

ひ
た
隠
し
に
隠
す
こ
と
な
し
に
は
生
き
ら
れ
た
か

っ
た
の
で
あ
る
。

奥
都
城
会

の
会
長
の
保
管
し
て
い
る

一坑
鉱
夫
イ

ロ
ハ
別
名
簿
」

（当
時

の
唯

一
の
資
料
で
あ
る
）
に
よ

っ
て
、
此
の
間
の
事
情
を
数
字
に
よ

っ
て
見

て
み
よ
う
。
名
簿
は
採
用
年
月
日
、
氏
名
、
鉱
夫
番
号
、
長
屋
番
号
、
家
族

の
有
無
、
退
去
年
月
日
、
方
数
、
記
事
と
八
つ
の
欄
句
に
分
け
ら
れ
明
治
四

十
三
年
よ
り
大
正
五
年
ま
で
の
採
用
者
の
氏
名
が
載

っ
て
い
る
。

記
事

の
欄
を
整
理
し
て
解
雇
者
を
理
由
別
に
集
計
し
た
の
が
次
の
表
で
あ

る

．

退
職
者
の
勤
続
年
数
を
調
査
し
た
の
が
次

の
表
で
あ
る
。

（註
）
退
職
し
て
か
ら
数
年
後
再
入
し
た
者
も
あ
り
、
結
婚
し
て
姓
の
替

っ

た
者
も
あ

っ
て
集
計
の
総
人
員
が
合
わ
な

い
。

右
の
表
に
明
ら
か
な
如
く
、
採
用
に
な

っ
て

一
年
目
の
退
職
が
最
高
で
、

二
ヶ
年
賞
与
ま
で
働

い
て
辞
め
る
の
が
二
番
目
に
多

い
。

次
回

へ
つ
づ
く

明

`日四
十

年
よ
り

大
正
五
年
ま
で

解 雇 理 由 員数

りi旱 : 島 165

転 勤 60

結 婚 41

病 ]弓 16

傷 生 ョ

進 学

1合 貝

出 稼 39

公 傷

老 貫

入 隊

死 亡 13

逃 亡 66

理 由 不 明

単に解雇 とのみ

記入あるもの

26

年 数 人 員

1ケ 月

2ヶ 月

3ヶ 月

5ケ 月 11

6ケ 月

7ケ 月

8ケ 月

1年 117

2  年 95

3  年 40

4 年 35

5年 19

6  年 15

7年

不  明
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